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おもな補正予算を紹介します

　６月定例会は、令和７年６月６日から６月27日までの22日間開かれ、一般質問に10
人が登壇し、神埼市政全般について質疑を行いました。補正第２号で4,457万７千円を、
補正第３号で１億7,971万円を追加し、総額222億9,515万９千円となりました。市単
独の財源予算をいくつか掲載します。

水利用環境の整備を進める

流入人口増を目指して !!

〇田手川頭首工統廃合事業　614万４千円
　　　　（地方債610万円、一般財源４万４千円）

　設置から20年以上で経年劣化し今後堰の統廃合のための整
備を行い、将来に向けた維持管理にかかる負担軽減を図る。令
和８年度から９年度にかけて２号堰、３号堰の撤去後、受益地
に支障がないよう堤脚水路の改修を行う。

〇空き家バンク登録支援事業　200万円　（一般財源）

　空き家の家財道具等の処分に係る経費の１／２を補助し（限度額20万円）、
バンクへの登録を促す。

議会が可決したのはどんな予算？

脊振を楽しもう！
「脊振わんぱく祭り」と同時開催 !!

緊急度の高い箇所から
～和の杜周辺環境整備～

〇山村留学事業（体験活動）
　　　　12 万２千円　（一般財源）

　自然やふれあいを通
じ、脊振小中学校への長
期留学等へ繋げる。体験
学習、学校施設見学のプ
ログラムに取り組む。

〇北部丘陵土砂採取場跡地利活用事業
    1,422万3千円 （ふるさと寄附金基金）

　令和6年度に実施した防災対策基礎調査をも
とに、北部丘陵土砂採取場跡地及びその周辺地
域において、土砂災害及び溢水被害の危険性が
あり、かつ緊急度の高い馬場川流域の防災対策
に係る基本設計業務を実施し、周辺及び下流域
の安全性を図る。

６月定例会の補正予算総額　２億2,428万7千円６月定例会の補正予算総額　２億2,428万7千円

▲写真は田手川　4号堰
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空き家バンク登録支援事業　　　　　　200万円（一般財源　200万円）

（事業の目的）
　空き家の所有者等に対し、空き家内の不要な家財道具等の処分に係
る経費の一部を補助することで、空き家バンクへの登録を促進し、移
住希望者等とのマッチングを図る。これにより、空き家の利活用を進
めるとともに、市内への移住・定住の促進を目的とする。

Q 和の杜の周辺は、かなり草木が生い茂っており、整備が大変ではないかと考えるが、
防災の観点から、どの程度の範囲で整備を行う計画なのか。

A
令和６年度に、北部丘陵土砂採取場跡地およびその周辺地域について基礎調査を
実施した結果、全体でおよそ35か所に対策が必要とされる箇所があるとの報告を
受けている。そのうち、優先度の高い西側区域において、民家への影響を避ける
よう配慮しつつ、12か所から15か所程度の整備を計画している。

Q 今回の補助制度の対象となる市内の空き家は何件あり、
現時点で空き家バンクに登録されている空き家は何件か。

A
現在、市内における空き家の件数は783件となっており、年々増加傾向にある。
空き家バンクへの登録状況については、令和７年６月時点で空き家が12件、空き
地が４件、あわせて16件が登録されている。

予算特別委員会のQ＆A

補正予算の審議について、質疑を抜粋して紹介します。

北部丘陵土砂採取場跡地利活用事業　　　1,422万３千円
� （ふるさと寄附金基金1,422万３千円）

（事業の目的）
　令和６年度に実施した防災対策基礎調査の結果を
踏まえ、土砂災害および溢水被害の危険性が高く、
対策の緊急性が認められる北部丘陵土砂採取場跡地
およびその周辺地域のうち、馬場川流域側について、
防災対策に係る基本設計業務を実施するため、予算
の補正を行うもの。
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消防団魅力度向上事業   　　　1,556万円（一般財源　1,059万９千円）

コミュニティ助成事業    　　　240万円（コミュニティ助成金　240万円）

（事業の目的）
　地域の防災力の充実・強化を図るため、その中核を担う消
防団の活動を活性化し、消防団員の確保や士気の高揚につな
げることを目的とする。そのために、装備の充実を図るとと
もに、市民および団員の家族に対して消防団活動への理解を
深めていただき、消防団員が安心して活動できる環境の整備
を推進する。

（事業の目的）
　コミュニティ助成事業とは、一般社団法人　自治総
合センターが宝くじの社会貢献広報事業として実施す
るもので、集会施設やコミュニティ活動備品の整備、
安全な地域づくりと共生のまちづくり及び地域文化へ
の支援等に対して助成を行い、地域コミュニティ活動
の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上に寄与することを目的とする。

▲新旧活動服

Q 新型活動服を690着購入するとのことだが、国からの補助額は496万１千円とさ
れている。690着すべてを購入するのに、総額でどの程度の費用がかかるのか。

A

今回購入を予定している新型活動服は、690着で総額1,556万円である。内訳は、
国の補助金を活用して購入する220着（496万１千円）と、神埼市の一般財源で
購入する470着（1,059万９千円）となっている。この購入により、令和２年
度から令和６年度までに既に整備済みの217着とあわせて、現在の全消防団員数
907名分すべてが新型活動服に統一されることになる。

Q 一般コミュニティ事業の台帳整備がされているのか。

A 採択を受けられた組織はもちろん、市に申請をいただいた全ての組織について、
台帳管理は実施している。
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新型コロナウイルスワクチン接種事業　　　△4,031万３千円
� （一般財源　△4,031万３千円）

城原川農業用水利施設統廃合事業   　1,000万円
� （県水利施設等保全高度化事業補助金1,000万円）

市営住宅高架水槽改修事業　　　707万３千円（一般財源　707万３千円）

（事業の目的）
　予防接種法に基づき、新型コロナウイルス感染症における個人の発病又はその重症化
を予防し、併せて、その蔓延予防に資することを目的とする。

（事業の目的）
　城原川では、35取水樋管により、昔から、農業用水や集落内の防火用水や浄化用水
を取水しているが、施設の老朽化や地域での管理の担い手の高齢化等により、日常的維
持管理などに支障をきたしており、適正な取水を行うための既存樋管の統廃合が必要と
なっているため、施設やその管理方法の改善に向けた検討を行う。

（事業の目的）
　市営住宅の維持管理に係る一般経費、既存住戸や入居予定住戸の修繕、住宅の各種設
備の改修など、安全・安心な住環境の整備を図る。

Q コロナワクチン予防接種率が目標40％より低かった原因は。

A 令和５年５月にコロナが５類に移行したことや流行がなかったことも、接種率の
低下につながったと考える。

Q 農業用水利施設統廃合で35か所の取水樋管は今後どうなるのか。

A
農業用水施設の統廃合で、基本的には農業に使う水の確保を目的にしているが、
冬場の水も含めて、環境的な事もあるため上流から水が行き届くように協議検討し
ていきたい。

Q 右原団地の水漏れでの工事・委託料で、FRPの水槽交換であり、高度な技術をあ
まり必要しないと思うが、各委託料の節約はできないのか。

A
高架水槽の改修工事については、同じ年度に同じような改修工事を行う場合は、
前回の発注支援を参考に職員で設計をするようにしているが、建築工事において
は、市に専門的な技術者がいないことから基本的には支援業務を外部委託するこ
とを考えている。
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（事業の目的）
　千代田文化会館は、芸術の振興及び福祉の増進を目的に整備されたもので、芸術文化
の拠点施設として、また文化性の高い舞台芸術や講演等を市民に提供するための施設と
して利用促進を図っている。市民に文化・芸術性の高い伝統芸能や国際的に活躍する現
代アーティストの音楽に触れる機会を提供し、文化芸術への理解を深めてもらう。

Q
世界的に活躍されているミュージシャンが来日公演される。それに携わるミュー
ジシャンが10月10日に神埼市内の３カ所の中学校を巡回し、普段触れることのな
い音楽・芸術に触れる音楽ワークショップを実施される。保護者と一般の方の参
加はできるか。

A

対象は基本的には中学生である。保護者の方が同席できるかは、中学校の方と協

議していきたい。また一般の方に関しては、10月13日はんぎーホールにおいて

開催されるブライアン・ブレイド＆ザ・フェロウシップ・バンドのコンサート、ピー

ター・バラカン氏によるトークイベントに来て頂きたい。

【概要】
　令和７年10月13日（月・祝）に開催される音楽コンサート＆トークイベントに先駆けて、
出演アーティストによる学校訪問型の音楽ワークショップが開催されます。
� ※7月13日の音楽コンサート＆トークイベントの概要については、市報８月号をご覧ください。

【開催日及び場所】
開 催 日：令和７年10月10日（金）　　開催時間：1回あたり45分～ 60分程度

【音楽ワークショップ講師】　松永　誠剛 氏

神埼市音楽ワークショップ
～音楽ワークショップを通じた文化交流と人材育成～

千代田文化会館自主事業（音楽ワークショップ）   50万５千円
� （一般財源　50万５千円）
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　市から提案された条例案などに対し、各常任委員会で審査を行い、さまざ

まな視点で議論が交わされました。

　各常任委員会での審議について、質疑の一部を抜粋して紹介します。

Q
これまで、男性職員の育児休業取得は少なかったように見受けられるが、今回の条

例等の一部改正により、今後はこれまで以上に育児休業の届け出がしやすくなると

いう理解でよいのか。

A
今回の条例等の一部改正により、育児休業の取得に関する選択肢が広がることで、

職員にとってはこれまで以上に取得しやすい環境になると考えている。

Q 育児休業を取得した場合、職員の俸給に影響はないのか。

A 育児休業は休業なので無給となり俸給は支給されない。

Q 消防ポンプ積載車の耐用年数は何年か。

A

消防団での協議を経て、当初は概ね20年以上

経過した車両を更新対象としていたが、車両

の性能向上により故障が少なくなったことか

ら、平成21年度に見直しを行い、現在は23年

以上経過した車両を更新対象とすることとし

ている。

常任委員会 総務常任委員会では、条例案件３件、その他案

件２件について審議を行いました。

議案第51号：神埼市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について
� （全員賛成）

議案第53号：財産の取得について（全員賛成） 

常任委員
会での
Q&A

総 務
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常任委員会

文教厚生常任委員会では、条例案件１件、その
他案件１件について審議を行いました。

文 厚教 生

Q システムが標準化されることにより、市民の申請手続きは何か変わるのか。

A 様式が一部変わることがあるが、これまでと何ら市民の方については変わらない取
り扱いになると承知している。

Q システムを変更するにあたり、移行期間はどれくらいか、その期間市民に支障をき
たすことはないのか。

A ９月16日に切り替えを予定している。事前に新しいシステムで動作確認を実施す
ることで、市民の方の利用に不便をきたすことはない。

Q

今回の契約について、契約先の共同事業体を構成しているのは土木関係の会社との
ことだが、照明工事についてはこの共同事業体から外注される可能性があるのか。
そうであれば、照明工事を専門とする設備会社などとあらかじめ共同で入札を行う
ことはできなかったのか。その方が中間コストを抑えられ、結果として費用の節約
につながるのではないかと考えるが。

A

照明工事については、元請業者の下請け業者が担当する形となる。確かに、照明工事
やトイレ改修工事などをそれぞれ分けて個別に発注する方法もあるが、今回は２月末
の工期とし、３月の卒業式までに工事を完了させる必要があること、また、授業に支
障を与えないよう夏休みなどの長期休業期間中に工事を集中して行う必要があること
から、全体のスケジュールが非常にタイトとなっている。そのため、工程全体を一体
的に管理し、効率的かつ円滑に工事を進める観点から一括して発注とする方式とした。
当初から、電気設備工事を別途発注することも選択肢として検討していた。しかし、
経費面については、一括して発注した方が安くなる場合もあれば、分割した方がコ
ストを抑えられる場合もあり、一概にどちらが経済的であるとは言い切れない。今
後については、発注方法の妥当性やコスト面も含めて、担当課と十分に協議しなが
ら検討していきたい。

議案第52号：神埼市印鑑条例の一部改正について（全員賛成）

議案第59号：千代田中部小学校トイレ・照明改修工事請負契約の締結について
� （全員賛成）

※写真は令和６年度にトイレ・照明改修工事を実施した千代田東部小学校

（改修後）
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一 般 質 問

市 政 を 問う
６月定例会一般質問
　一般質問は、令和７年６月11日、12日、13日の日程で行い、
10人の議員が登壇し、議論を交わしました。

各議員のQRコードを読み取ることで、パソコンやスマートフォン
で議会の中継・録画が視聴できます。

一般質問とは…議員が、市政運営全般にわたり、問題意識を市政に

　　　　　　　投げかけ、市の見解を直接求めるものです。

議
員　

今
、
お
米
の
価
格
が

上
が
っ
て
い
る
が
、
当
然
学

校
給
食
費
単
価
に
も
影
響
し

て
い
る
と
思
う
。
ご
家
庭
へ

の
負
担
を
な
く
す
た
め
に
も

全
学
生
の
給
食
費
の
無
償
化

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

荒
木
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長　

給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
小
学
校
６
年

生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象

に
全
額
助
成
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、

全
学
年
無
償
化
へ
の
拡
大
は

考
え
て
い
な
い
。

議
員　

大
学
、
専
門
学
校
生

に
対
し
、
市
と
し
て
職
員
確

保
を
前
提
と
し
た
奨
学
金
制

度
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

大
坪
総
務
課
長　

市
職
員
の

採
用
を
前
提
と
し
た
奨
学
金

交
付
制
度
創
設
に
つ
い
て

は
、
通
常
の
採
用
制
度
で
入

庁
す
る
職
員
と
の
公
平
性
、

公
正
性
の
観
点
か
ら
市
民
の

理
解
と
い
っ
た
課
題
が
考
え

ら
れ
る
た
め
実
施
は
難
し
い

と
考
え
る
。

議
員　

市
内
の
巡
回
バ
ス
だ

が
、
見
た
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど

利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
の
で
、も
う
一
度
、

再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

田
中
総
合
政
策
課
長　

現
在
、

利
用
状
況
は
、
は
な
は
だ
か

ん
ば
し
く
な
い
現
状
で
あ
る
。

今
年
度
策
定
す
る
地
域
交
通

計
画
の
策
定
過
程
の
中
で
、

再
度
、
市
民
の
要
望
等
を
把

握
、
分
析
し
て
、
神
埼
市
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
お
い
て
十
分
に
議
論
し
、

利
便
性
・
継
続
性
の
向
上
を

実
現
し
た
い
。

吉田　　守 議員吉田　　守 議員

神
埼
市
に
お
け
る

　
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て

神埼小学校登校風景
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一 般 質 問

議
員　

地
域
計
画
の
中
で
、

10
年
後
に
お
け
る
農
地
の
耕

作
者
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
の
か
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

市

内
農
地
は
平
坦
地
の
千
代
田

町
・
神
埼
町
で
は
一
枚
当
た

り
30
ａ
以
上
の
農
地
が
半
数

以
上
を
占
め
て
お
り
今
後
、

農
地
の
大
区
画
化
の
検
討
や

ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

一
方
で
脊
振
町
の
山
間
地

で
は
、
一
枚
当
た
り
20
ａ
未

満
の
農
地
が
80
％
以
上
で
、

小
区
画
・
不
整
形
で
高
低
差

が
あ
り
、
耕
作
に
不
利
な
た

め
、
今
後
は
農
業
機
械
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
地
域
間

連
携
な
ど
検
討
し
た
い
。

議
員　

農
家
民
泊
を
積
極
的

に
推
進
で
き
な
い
の
か
。

島
農
林
水
産
課
長　

農
家
民

泊
は
地
域
活
性
化
に
非
常
に

有
効
で
あ
り
、
先
進
地
事
例

等
調
査
研
究
し
た
い
。

議
員　

農
産
物
の
高
温
対
策

設
備
の
支
援
は
検
討
で
き
な

い
か
。

産
業
振
興
部
長　

近
年
の
記

録
的
な
猛
暑
で
農
産
物
の
品

質
低
下
や
収
穫
量
の
減
少
な

ど
、
今
ま
で
に
な
い
対
策
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
国
・
県
等
の
情

報
の
収
集
に
努
め
、
支
援
対

策
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

城
原
川
ダ
ム
移
転
者
へ

　
　
　
市
独
自
の
支
援
を

福田　淸道 議員福田　淸道 議員

　

城原川ダム建設予定地付近（政所）

法面の高低差がある山間地 平坦地転作状況

毎
年
、
地
域
計
画
の

　
　
　
実
行
・
確
認
を

地
区
住
民
の
方
々
は
、
や
む

を
得
ず
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
市
と
し
て
国
の
移
転

補
償
と
は
別
に
、
市
独
自
の

支
援
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
。

市
長　

ダ
ム
建
設
に
伴
い
移

転
さ
れ
る
方
々
へ
の
支
援

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
区
の
支

援
の
在
り
方
等
も
勉
強
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

城
原
川
ダ
ム
建
設
の

主
た
る
目
的
は
、
市
内
、
中
・

下
流
域
の
河
川
氾
濫
に
よ
る

水
害
の
減
災
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
建
設
予
定
地
の
脊
振

議
員　

神
埼
市
は
子
ど
も
の

出
生
者
数
が
低
下
傾
向
で
あ

る
。
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の

保
育
料
の
無
償
化
、
３
歳
か

ら
５
歳
児
ま
で
の
副
食
費
の

無
償
化
を
求
め
る
。
ま
た
、

中
学
・
高
校
進
学
時
の
制
服

等
を
揃
え
る
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
費

用
へ
市
の
助
成
制
度
創
設
も

求
め
る
。

市
長　

現
在
、
出
生
率
の
低

下
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
市
の
施
策
は
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

中
心
に
行
っ
て
い
る
が
、
出

生
率
低
下
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。
私
は
そ
こ

に
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
子

育
て
支
援
の
施
策
を
経
済
的

負
担
軽
減
に
と
ど
ま
ら
な
い

全
面
的
な
支
援
・
施
策
を
研

究
し
、
出
生
率
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

德川　博人 議員德川　博人 議員

子
育
て
世
代
の
市
の

新
た
な
助
成
制
度
を

求
め
る
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一 般 質 問

議
員　
「
直
鳥
ク
リ
ー
ク
公

園
」
は
、
約
３
０
０
メ
ー
ト

ル
四
方
に
独
特
の
曲
線
を
描

く
水
路
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
小
さ
な
島
々
が
あ
る
。
昔

な
が
ら
の
水
辺
の
景
観
を
維

持
す
る
た
め
、
農
村
景
観
保

全
に
留
意
し
た
直
鳥
ク
リ
ー

ク
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

た
。
近
年
は
、
市
に
よ
る
繁

茂
し
た
雑
木
（
竹
林
）
の
伐

採
が
あ
り
、
今
日
ま
で
公
園

内
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
維

持
整
備
活
動
が
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
流
れ
の
ほ
と

ん
ど
な
い
ク
リ
ー
ク
の
底
に

は
、
ゴ
ミ
や
泥
土
が
沈
澱
し

悪
化
し
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
ク
リ
ー
ク
に
推
積
し
た

ご
み
・
泥
土
等
の
環
境
改
善

は
地
域
住
民
が
担
う
に
は
過

度
な
作
業
で
あ
り
、
市
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ク
リ
ー
ク
に
堆
積
し
た

ゴ
ミ
や
泥
土
の
除
去
及
び
水

質
環
境
改
善
の
取
り
組
み
の

考
え
は
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

直

鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
は
全
国
で

も
珍
し
い
、
佐
賀
平
野
に
残

る
数
少
な
い
環
濠
集
落
と
し

て
原
形
保
全
に
留
意
し
、
県

営
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
貴
重
な

公
園
の
一
つ
で
あ
る
。
公
園

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

直
鳥
環
濠
集
落
の
有
効
利
用

を
図
り
、
施
設
と
し
て
の
維

持
と
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
市
に
よ
る
除
草
、
清
掃

の
ほ
か
、
公
園
内
水
草
除
草

な
ど
と
併
せ
、
上
直
鳥
地
区

と
の
委
託
契
約
に
よ
り
、
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
直

鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
を
活
用
し

た
魅
力
あ
る
地
域
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
水
環
境
の
維

持
な
ど
環
境
改
善
は
不
可
欠

で
あ
り
、
今
後
も
地
域
の

方
々
の
意
見
を
聴
き
、
環
境

改
善
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
地
域
の
活

性
化
に
向
け
し
っ
か
り
努
め

る
。

末次　　勝 議員末次　　勝 議員

神
埼
市
南
部
地
域

　
内
水
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

「守れ」、直鳥クリーク公園の水環境

と
思
っ
て
い
る
。
県
営
で
造

ら
れ
た
水
路
は
国
営
水
路
に

流
す
部
分
と
、
河
川
に
流
し

て
い
く
部
分
と
両
方
あ
る
の

で
、
例
え
ば
ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
つ
け
た
と
き
に
、
ど
れ
く

ら
い
水
が
集
ま
っ
て
い
く
の

か
な
ど
、
調
べ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
ど
こ
に
つ
け
た

ほ
う
が
効
果
が
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ
以

外
の
や
り
方
が
無
い
の
か
、

そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。
私
の
中

で
も
次
は
黒
津
地
区
の
内
水

対
策
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
を
何
と
か
対
策
に
つ
い

議
員　

国
営
水
路
千
代
田
線

末
端
地
域
、
黒
津
地
区
に
お

け
る
内
水
氾
濫
対
策
に
つ
い

て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長　

先
ほ
ど
国
営
水
路
千

代
田
線
か
ら
田
手
川
の
各
排

水
樋
管
等
の
話
が
あ
り
、
う

ま
く
活
用
す
る
方
法
も
一
つ

て
の
道
筋
を
つ
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

議
員　

令
和
５
年
に
排
水
ポ

ン
プ
車
を
４
台
導
入
し
た

が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。

筒
井
建
設
部
長　

令
和
５
年

度
に
お
い
て
は
、
城
原
川
の

黒
津
樋
門
や
田
手
川
と
の
合

流
点
の
鯰
江
樋
門
、
筑
後
川

へ
排
水
す
る
国
営
水
路
三
田

川
線
の
制
水
門
へ
の
箇
所
な

ど
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を
３
回

の
雨
で
出
動
さ
せ
て
お
り
、

総
量
約
５
万
８
千
立
方
メ
ー

ト
ル
の
水
量
を
排
出
し
て
い

る
。
標
準
的
な
25
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
の
水
量
約
４
百
立
方

メ
ー
ト
ル
で
換
算
す
る
と
、

約
１
４
５
杯
分
の
水
量
を
排

出
し
た
こ
と
と
な
り
、
浸
水

被
害
の
軽
減
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

・
不
妊
治
療
の
支
援
に
つ
い

て

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園

　（
直
鳥
城
跡
）の
環
境
整
備

白石　昌利 議員白石　昌利 議員

排水設備のゲートポンプ
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一 般 質 問

議
員　

神
埼
市
在
宅
寝
た
き

り
老
人
等
に
対
す
る
介
護
者

手
当
支
給
条
例
は
、
平
成
５

年
度
に
旧
神
埼
町
で
実
施
さ

れ
、
そ
の
後
旧
千
代
田
町
で

も
実
施
さ
れ
、
合
併
後
の
神

埼
市
で
も
継
続
さ
れ
て
き
た

が
、
制
度
実
施
以
来
す
で
に

32
年
が
経
過
し
条
例
の
内

容
、
支
給
額
の
拡
充
を
求
め

る
。

佐
々
木
こ
ど
も
・
福
祉
部
長

　

こ
の
制
度
は
在
宅
寝
た
き

り
老
人
等
に
対
す
る
介
護
手

当
は
、
日
常
生
活
を
営
む
た

め
に
、
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り

老
人
等
を
在
宅
で
介
護
す
る

介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
福

祉
の
増
進
を
図
る
目
的
で
、

１
か
月
１
万
円
の
支
給
を
す

る
も
の
で
あ
る
。

議
員　

介
護
手
当
の
支
給
要

件
と
し
て
、
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
が
６
か
月
以
上
継

続
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

根
拠
は
な
に
か
。

こ
ど
も
・
福
祉
部
長　

常
時

介
護
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ

る
状
態
と
し
て
厚
生
労
働
省

の
省
令
で
は
原
則
６
か
月
と

さ
れ
て
お
り
、
市
に
お
い
て

も
こ
れ
を
引
用
し
条
例
で
６

か
月
と
し
て
い
る
。

議
員　

原
則
６
か
月
と
な
っ

て
い
る
が
、
５
か
月
と
20
数

日
在
宅
介
護
を
続
け
て
き
て

そ
の
後
検
査
入
院
が
必
要
と

な
っ
た
時
は
、
改
め
て
６
か

月
の
時
間
経
過
が
必
要
か
、

そ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
っ
た

の
か
。

濵
野
健
康
長
寿
課
長　

最
近

３
年
間
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

状
態
を
見
極
め
る
一
定
期
間

で
あ
る
６
か
月
に
満
た
な
い

状
況
で
、
退
院
後
に
再
度
６

か
月
の
期
間
が
必
要
と
な
り

申
請
さ
れ
た
方
が
２
名
い

た
。

議
員　

６
か
月
と
い
う
期
間

が
介
護
さ
れ
て
い
る
方
々
に

と
っ
て
本
当
に
妥
当
な
の

か
、
支
給
額
に
つ
い
て
も
30

数
年
間
変
わ
っ
て
い
な
い
が

拡
充
に
つ
い
て
の
市
長
の
考

え
は
。

市
長　

こ
の
手
当
と
い
う
よ

り
新
た
に
も
う
１
回
き
ち
ん

と
支
援
策
を
構
築
す
る
と
い

う
の
も
含
め
担
当
部
局
と

し
っ
か
り
論
議
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
不
登
校
に
対
す
る
対
応
策

の
よ
う
な
薬
剤
が
該
当
（
対

象
）
す
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

農
薬
登
録

の
あ
る
薬
剤
を
対
象
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
に
つ

い
て
は
、
使
用
方
法
、
使
用

量
、使
用
回
数
な
ど
を
守
り
、

適
正
に
使
用
す
る
こ
と
で
生

態
系
や
環
境
に
も
配
慮
し
た

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
被
害

議
員　

神
埼
、
千
代
田
、
２

地
区
の
Ｊ
Ａ
農
談
会
に
参
加

し
た
。
当
該
事
業
に
つ
い
て

は
、
領
収
書
の
保
管
の
み

で
、
農
業
者
に
対
し
て
詳
し

い
説
明
が
な
か
っ
た
が
、
市

は
事
業
の
周
知
方
法
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

病

害
虫
被
害
防
止
対
策
補
助
金

は
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の

食
害
か
ら
稲
を
守
る
た
め
、

指
定
す
る
薬
剤
に
対
し
て
補

助
を
行
う
。
補
助
対
象
と
な

る
薬
剤
や
補
助
額
、
補
助
上

限
額
等
の
詳
細
を
記
載
し
た

チ
ラ
シ
を
６
月
中
に
配
布
す

る
計
画
で
進
め
て
い
る
。

議
員　

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

駆
除
に
要
す
る
薬
剤
は
、
ど

低
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

議
員　

補
助
金
の
支
払
い
時

期
は
、い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

対
象
薬
剤

の
散
布
状
況
、
領
収
書
の
堤

出
な
ど
、
実
績
の
報
告
手
続

が
完
了
次
第
、
支
払
う
予
定

と
し
て
い
る
。

スクミリンゴガイの被害にあった水田

市
、介
護
者
手
当
支
給

　
条
例
の
拡
充
を
求
め
る

佐藤　知美 議員佐藤　知美 議員

野口　英樹 議員野口　英樹 議員

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

　
　
　
対
策
に
つ
い
て
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営
水
路
千
代
田
線
に
遊
水
池

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

森
田
建
設
課
長　

今
後
他
市

町
の
事
例
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
効
果
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

水
門
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。
今
ま
で
と
違
い
降

雨
量
が
多
く
な
る
中
、
水
門

の
チ
ェ
ッ
ク
・
更
新
は
ど
う

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

建
設
課
長　

千
代
田
町
東
部

地
区
の
江
見
手
水
門
は
昭
和
47

年
設
置
で
52
年
が
経
過
、
浮

島
水
門
は
昭
和
13
年
設
置
で

議
員　

流
域
治
水
を
取
組
む

中
で
、
年
々
田
ん
ぼ
ダ
ム
面

積
が
減
少
し
田
ん
ぼ
の
保
水

能
力
は
落
ち
て
い
る
。
気
候

変
動
で
激
し
さ
を
増
す
線
状

降
水
帯
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

し
国
営
水
路
三
田
川
線
・
国

86
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
国
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

点
検
・
整
備
・
更
新
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
い
た
点
検
が
行
わ
れ
、

長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
修

理
・
更
新
が
行
わ
れ
て
い
る
。

市
内
商
工
業
者
を

　
　
　
　
元
気
に
!!

原口ひさよ 議員原口ひさよ 議員

設置から86年経つ中津の浮島水門

吉野ヶ里歴史公園官民連携推進
事業イメージ図（出展：佐賀県）

議
員　

人
材
不
足
、
物
価
高

騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
、
賃

金
ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、
商

工
業
者
の
経
営
は
大
変
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
市

は
ど
の
よ
う
に
現
状
把
握
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

野
中
商
工
観
光
課
長　

資
金

繰
り
の
悪
化
や
、
物
価
高
騰

に
よ
る
影
響
、
最
低
賃
金
の

改
定
な
ど
厳
し
い
状
況
に
よ

る
市
内
事
業
者
の
収
益
減
少

を
懸
念
し
て
い
る
。
神
埼
市

商
工
会
と
協
議
を
重
ね
、
令

和
７
年
度
神
埼
市
商
工
業
振

興
事
業
補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー

拡
充
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

議
員　

厳
し
い
経
営
環
境
の

中
で
も
創
業
、
ま
た
、
創
業

を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
が

議
員　

新
規
事
業
と
し
て
５

０
０
万
円
の
当
初
予
算
が
計

上
さ
れ
、
佐
賀
県
や
吉
野
ヶ

里
町
と
連
携
し
て
周
辺
エ
リ

ア
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
、
地
域
活
性
化
を
推
進
す

る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
、
取
組
を
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

佐

賀
県
と
神
埼
市
、
吉
野
ヶ
里

町
が
連
携
し
、
佐
賀
県
吉

野
ヶ
里
歴
史
公
園
地
域
連
携

推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ

た
。
佐
賀
県
が
進
め
る
ハ
ー

ド
整
備
と
協
議
会
が
取
組
む

ソ
フ
ト
事
業
が
連
動
し
て
吉

野
ヶ
里
歴
史
公
園
を
中
心
と

あ
る
。
市
独
自
の
創
業
支
援

策
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

中
小
企
業

庁
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
（
創
業
型
）
の
紹
介

を
し
て
い
る
。
市
と
し
て
類

似
す
る
空
き
店
舗
等
活
用
支

援
事
業
と
し
て
、
改
装
費
や

設
備
費
を
補
助
対
象
経
費
と

し
て
２
分
の
１
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
空
き
店
舗
等
活
用

支
援
事
業
と
の
整
合
を
図
り

商
工
会
と
も
協
議
し
研
究
・

検
討
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
が
安
心
し
て

　
　
暮
ら
せ
る
神
埼

副島　英樹 議員副島　英樹 議員

地
方
創
生
に
つ
い
て

吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
地
域

連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

議
員　

関
東
の
あ
る
町
で

は
、
賃
貸
戸
建
て
住
宅
を
建

設
し
、
若
い
世
代
の
地
区
外

か
ら
の
移
住
定
住
に
取
組
ん

で
い
る
。
25
年
住
み
続
け
れ

ば
、
土
地
と
建
物
が
無
償
譲

渡
さ
れ
全
国
か
ら
若
い
世
代

の
申
し
込
み
が
殺
到
、
神
埼

市
で
も
脊
振
地
区
・
千
代
田

東
部
地
区
の
過
疎
化
対
策
で

の
取
組
を
検
討
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

大
坪
移
住
・
定
住
推
進
課
長

　

本
市
に
お
い
て
も
国
の
方

針
や
他
の
自
治
体
の
取
組
を

参
考
に
し
、
取
組
む
べ
き
施

策
に
つ
い
て
各
課
で
議
論
し

今
後
の
定
住
施
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

し
た
周
辺
エ
リ

ア
全
体
を
通
過

型
観
光
か
ら
滞

在
体
験
型
観
光

へ
転
換
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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議
員　

機
構
改
革
に
よ
り
、

脊
振
支
所
の
林
業
課
が
本
庁

の
産
業
振
興
部
農
林
水
産
課

林
業
係
へ
集
約
さ
れ
た
理
由

と
、
今
後
の
地
域
支
援
の
体

制
は
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

林

業
担
当
部
署
を
産
業
振
興
部

に
設
置
し
た
理
由
は
、
人
材

育
成
と
組
織
力
の
強
化
、
林

業
を
よ
り
発
展
振
興
さ
せ
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

で
あ
り
、
機
構
改
革
後
の
体

制
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
２
名
が
脊
振
支
所

を
拠
点
に
週
３
回
を
基
本
と

し
て
、
林
道
及
び
林
野
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

　

脊
振
支
所
で
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て
も
正
規
職
員
が
週

３
回
を
基
本
に
業
務
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
災
害
が

予
測
さ
れ
る
場
合
に
つ
い

て
も
事
前
に
待
機
す
る
等
、

様
々
な
対
応
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

議
員　

４
月
の
機
構
改
革
か

ら
ま
だ
約
３
か
月
で
あ
る

が
、
今
後
、
業
務
の
実
態
や

地
域
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

て
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
は
、
脊
振
支
所
内
に

林
業
や
地
域
振
興
の
支
援
拠

点
を
再
び
設
け
る
こ
と
も
含

め
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
考

え
は
。

市
長　

今
後
、
大
い
に
そ
の

様
な
拠
点
を
置
く
こ
と
を
考

え
て
い
き
た
い
。
脊
振
町
は

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本
当

に
素
晴
ら
し
い
エ
リ
ア
で
市

内
外
か
ら
多
く
の
人
に
お
い

で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
様
々
な
施
策
を

講
じ
、
交
流
人
口
を
拡
大
さ

せ
、
最
終
的
に
移
住
、
定
住

へ
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
ま
ず
は
山
村
留
学
に
取

り
組
む
。
林
業
に
つ
い
て
も

林
業
係
の
職
員
だ
け
が
一
生

懸
命
頑
張
る
の
で
は
な
く
、

農
林
水
産
課
全
体
、
さ
ら
に

は
産
業
振
興
部
の
皆
が
脊
振

の
山
を
思
っ
て
仕
事
を
し
て

く
れ
る
、
一
定
の
知
識
を

持
っ
て
く
れ
る
、
そ
う
い
う

形
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

脊振の山々と青空

森
林
と
未
来
を

　
つ
な
げ
る
行
政
へ

大野　秋人 議員大野　秋人 議員

議会改革検討特別委員会活動報告

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

で
は
、
６
月
25
日
に
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
第
１
分
科
会
、

第
２
分
科
会
の
調
査
・
研
究
項

目
に
つ
い
て
、
経
過
報
告
及
び

今
後
の
検
討
項
目
に
つ
い
て
、

全
委
員
で
確
認
い
た
し
ま
し

た
。ま

ず
第
１
分
科
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
協

議
検
討
が
な
さ
れ
神
埼
市
議
会

基
本
条
例
（
案
）
を
作
成
さ
れ
、

全
議
員
で
内
容
を
確
認
し
た
の

ち
調
整
が
整
い
次
第
上
程
す
る

事
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
第
２
分
科
会
で
は
、
神

埼
市
議
会
政
治
倫
理
条
例
に
つ

い
て
、
既
に
同
趣
旨
の
条
例
を

制
定
済
み
の
議
会
を
参
考
に
、

条
例
の
必
要
性
を
含
め
て
、
閉

会
中
も
引
き
続
き
調
査
研
究
す

る
事
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
全

体
で
の
検
討
項
目
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に
、
本
市
議
会
の
議

員
定
数
に
つ
い
て
、
各
議
員

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
慎
重
に

議
論
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
に
つ
い
て
は
、
実
施
す

る
事
を
全
議
員
で
確
認
し
、
開

催
の
時
期
・
方
法
・
場
所
に
つ

い
て
、
運
営
会
議
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
特
別
委
員
会
で
は
、
市
民

に
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
一
層

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
す

た
め
に
、
閉
会
中
に
随
時
、
各

分
科
会
及
び
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
研
究
・
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。以

上
で
、
議
会
改
革
検
討
特

別
委
員
会
の
経
過
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

委員長　平山　文也
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神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　今、学校現場では、小・中・高を合わせると41万人を超える不登校の子どもの数（23年度）
が文科省調査で明らかになっています。とりわけ小・中学校では11年連続で増加し、過去
最多となっています。貧困・いじめ・教職員の未配置など解決すべき課題が山積しており、
長時間労働の実態も改善されず、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や
授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。また、現在の学習指
導要領は、教育課程の時数と内容が過多（教育課程の過積載）になっており、子どもや教
職員に過大な負担がかかる、いわゆる「カリキュラム・オーバーロード」の状態です。ゆ
たかな学び舎学校の働き方改革を実現するためには、学習内の精選、教員の増員や少数職
種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。
　2021年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に53人に引き下げられ、今年度
完了となりました。今後は、中学校・高等学校での早期実施と、きめ細かい教育活動をす
すめるために、特別支援学級の学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が必要です。
　一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあります
が、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度につい
ては、小泉政権下で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられました。国の施策
として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水
準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための
条件整備は不可欠です。
　よって、国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方
自治体が計画的に教育行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強
く要請します。

記

１．中学校・高等学校での 35 人学級を早急に実施すること。また、さらなる学級編制標
準の引き下げについて検討すること。

２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、教職員の業務に見合った、教職
員定数改善を推進すること。

３．子どもたちのゆたかな学びを保障するため、「教育課程の過積載」の早期改善のため、
学習指導要領の内容の精選等を行うこと。

４．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費
国庫負担制度の負担割合を１／２に引き上げること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　　　令和７年６月27日
� 佐賀県神埼市議会　　　

衆 議 院 議 長 額 賀 福志郎　殿 財 務 大 臣 加 藤　勝 信　殿
参 議 院 議 長 関 口　昌 一　殿 総 務 大 臣 村 上 誠一郎　殿
内閣総理大臣 石 破　　 茂　殿 文部科学大臣 あ べ　俊 子　殿

少人数学級・教職員定数の改善、義務教育費国庫負担制度等に係る意見書

〈意見書第１号〉
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　市民の直接選挙により選ばれ負託を受けた公人で代表者である神埼市議会議員（以下「議

員」という。）は市政にかかわる権能と責務を深く自覚し、地方自治に基づき高い倫理観

を持ち、自らの行動を市民全体の代表者として活動を通じて福祉向上に努めなければなら

ない。

　ハラスメントは基本的人権及び個人の尊厳や人格を傷つけ、被害者の人権を侵害する重

大な行為であり決して許されるものではない。また、住民社会及び議会活動に支障をきた

し、議会の社会的信用を失うことにつながる。よって、議会としての役割を十分発揮する

ため、互いの人権と人格を尊重し、相互に信頼を深めることを通して、ハラスメントの防

止及び排除に取り組み、信頼される議会の実現を目指し、下記のとおり表明する。

記

１　議員は市民全体の代表者として市政に携わる権能及び責務を自覚するとともに、常に

高い倫理意識を持ちハラスメントが個人の尊厳を不当に傷つけ、人権侵害に当たること

を認識し、ハラスメントの防止及び根絶に努めなければならない。

２　議員は、自らの言動によるハラスメントがあると疑われたときは、自ら誠実な態度を

もって疑惑の解明に当たるとともに、その責任の所在を明確にするよう努めなければな

らない。

３　議員は、ハラスメントに当たる言動を行っていると疑われる事態に遭遇した時は、当

該言動をしている議員に対し厳に慎むべき旨を指摘するよう努めなければならない。

４　議員は、ハラスメント防止及び根絶を図るため、必要な研修を実施するよう努めなけ

ればならない。

以上、決議する。

　　　令和７年６月27日

� 佐賀県神埼市議会　

神埼市議会議員のハラスメント防止及び根絶に関する決議

〈決議第２号〉

ハラスメント根絶に関する決議 可決
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編
集
後
記

　

令
和
７
年
は
、
晴
天
で
穏
や
か
な
年
明
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
年
が
明
け
て
か
ら
、
国
民
の
主
食
で
あ

る
米
が
不
足
し
、
毎
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
米
不
足
は
過
去

に
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成
５
年
、
日
本
の
記
録
的
な
冷

夏
で
米
が
不
作
と
な
り
米
不
足
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
平
成
の
米
騒
動
と
呼
び
ま
す
。
冷
夏
の
原
因
は
、フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
噴
火
で
、
成
層
圏
に
放
出

さ
れ
た
硫
酸
塩
エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
米
騒
動
は
、
減
反
政
策
の
影
響
・
気
候
変
動
・

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
供
給
力
低
下
・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ

の
備
蓄
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な
ど
の
複
合
的
要
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
原
因
調

査
は
こ
れ
か
ら
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
米
不
足
が
１
日
も
早
く
解
消
し
、
す
べ
て
の
国

民
が
米
を
お
な
か
一
杯
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
改
め

て
農
家
の
方
々
の
日
々
の
努
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
記　

副
島　

英
樹
）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　佐藤　知美
副委員長　末次　　勝
委　　員　田原　和幸

委　員　副島　英樹
委　員　德川　博人
委　員　大野　秋人

４月２日 全員協議会
４日 議会広報編集特別委員会
７日 議会広報編集特別委員会（神埼清明高校との意見交換会）
10日 議会改革検討特別委員会第1分科会
11日 第243回佐賀県市議会議長会（佐賀市）
15日 議会広報編集特別委員会
17日 全員協議会
23日 議会広報編集特別委員会

議会改革検討特別委員会
24日 九州市議会議長会第100回定期総会（大分市）

九州市議会議長会第1回理事会（大分市）
28日 議会広報編集特別委員会

５月２日 議会改革検討特別委員会第1分科会
12日 産業建設常任委員会
13日 議会改革検討特別委員会第2分科会
14日 防衛省全国市情報施設協議会役員会（稚内市）
19日 九州市議会議長会第2回理事会（東京都）

臨時佐賀県市議会議長会（東京都）
20日 全国市議会議長会第101回定期総会（東京都）
27日 文教厚生常任委員会

議会改革検討特別委員会第1分科会
28日 総務常任委員会
29日 産業建設常任委員会

６月３日 議会運営委員会
６日～ 27日 令和７年６月第２回神埼市議会定例会

６日 全員協議会
11日 議会広報編集特別委員会
16日 全員協議会

議会運営委員会
17日 全員協議会
18日 令和７年度予算特別委員会
23日 総務常任委員会

議会改革検討特別委員会第1分科会
24日 文教厚生常任委員会
25日 議会改革検討特別委員会

議会運営委員会
27日 全員協議会

議会の動き（令和７年４月～６月）

全国市議会議長会表彰

　去る 5月 20 日に開催されました「第 101 回全国市議会議長会定期総会」において、
市政発展に寄与された功労者として、全国市議会議長会 会長から議員在職 20 年以上表
彰として、木原 憲治議員、議員在職 15 年以上として、中野 均議員、野口 英樹議員、
野副 昭議員が表彰されました。神埼市議会議場にて表彰伝達式を行いました。

木原　憲治 議員 中野 　均 議員 野口　英樹 議員 野副　 昭 議員
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西郷小学校・脊振小学校の６年生が
神埼市議会を傍聴しました

　西郷小学校、脊振小学校の６年生が、社会科学習の一環で市議会一般質問を傍聴しました。
生徒たちは少し緊張した面持ちで、議場での発言者の声に真剣に耳を傾けていました。

傍聴した
小学生の感想を
一部ご紹介
します


